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研究成果の概要（和文）： 
本研究では上代語資料を中心に格助詞の分布、人称代名詞の分布、他動詞文の項の語順につい
て調査し、上代日本語は類型学的に「活格類型」に共通する形態的、統語的特徴があることを
示した。また、日本語史における変化を活格型から対格型への変化と捉え、生成文法理論の枠
組みで格システムの変化について理論的仮説を提示した。さらに、上代から近世までの代名詞
の資料調査を行い、日本語史における代名詞の通時変化を反文法化(degrammaticalization)と
提案し、理論的観点から分析を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
Based on an extensive survey of Old Japanese (OJ) corpus, this study has examined the 
distribution of case particles and personal pronouns and the order of arguments in 
transitive clauses. From a typological perspective, OJ has the morphological and 
syntactic characteristics of active languages. I have proposed a formal analysis of 
the historical change from active alignment to accusative alignment. This study has 
also examined the pronominal system in OJ through early Modern Japanese, providing 
a formal analysis of changes in the pronominal system during the course of the history 
of Japanese. I argue that this shift involves what is known as degrammaticalization.  
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１．研究開始当初の背景 
 
申請者は Yanagida (2006)で、上代日本語に
は連体節を含む従属節、また係結び構文など
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の連体形終止節で、特異な語順の制約がある
ことを示した。他動詞文において、主語と目
的語が明示的に現れ、目的語が「ヲ」で表示
される場合、語順は OSV で現れる。一方、
目的語が無助詞の場合はSOV語順で現れる。
OV 語順に現れる無助詞目的語は動詞に編入
される、いわゆる派生自動詞であると提案し
た（柳田 2007 参照）。 
   基本語順が SOV 言語では scrambling（か
きまぜ構文）という随意移動は存在するが、
OSV を基本として現れる言語は非常に少な
い。Hasplemath et al (2005)は類型的に OSV
を基本とする言語を４つ上げている。
Whitman (2008) は そ の 中 の Warao と 
Tobati の語順に関しては OSV 語順である証
拠に乏しいと指摘している。Nadëb、Wik 
Ngathana は能格言語である。また、Dyirbal 
(Dixon 1994), Vafsi (Haig 2008) など、分裂
能格言語でも対格型は SOV, 能格型は OSV
語順で現れる。このことから、OSV 語順はい
ずれも、能格型に現れ、非対格言語(活格型を
含む)の特徴と思われる。能格言語では移動の
制約など統語的に自動詞主語Sと目的語Oが
同じ振る舞いをする言語が多い。目的語が主
語に先行して現れるという上代日本語の特
徴は「非対格型」言語の統語制約によるもの
であると思われる。 
 
２．研究の目的 
 
上代日本語は非対格型言語であり、歴史的に
非対格型から対格型に格システムが変化し
たという仮説を立て、以下の３つの観点から
その実証研究を行う。 
 
(1) 非対格言語の共時的研究 
 
活格言語は非常に複雑で多様な文法的特徴
を示すため、現在に至るまで研究者の間で共
通理解が得られているとは言いがたい。そこ
で、本研究では、マヤやグアラニなどの活格
言語の調査を行い、類型的、理論的側面から
非対格型言語の共時的特徴を調査する。また
非対格型言語の格システムの分裂がどのよ
うな統語的条件で起こるかを調査する。 
 
(2) 格システムの変化の通時的研究 
 
Klimov (1977)をはじめ、多くの研究者によ
り、言語は非対格型から対格型へ、また対格
型から非対格型へ変化することが知られて
いる。言語変化の観点から歴史資料の存在す
る、インド・イラン語族の資料調査をとおし
て格システムの変化がどのようなメカニズ
ムで起こるかを検討する。また生成文法理論
の枠組みを用いて、格システムの変化の理論
化を試みる。 
 
(3)代名詞体系の変化に関する研究 
 
類型的視点にたち、上代日本語から近世日本
語の代名詞体系について詳細に調査し、生成
文法の枠組みで代名詞体系の変化に関して
理論化を試みる。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 本研究の研究協力者であるコーネル大学
John Whitman 教授の協力を得て、コーネル
大学にて、グアラニ語話者とのフィールドワ
ークを行う。また、非対格型言語の資料収集
を行う。 
 
(2) 類型的研究から得た一般化をもとに、電
子データベースなどを使用して、上代日本語
から近世日本語までの格システム、語順、代
名詞に関して広範な調査を行う。 
 
(3) 研究成果を国内外の学会、ワークショッ
プ、雑誌等で発表する。 
 
４．研究成果 
 
(1) 非対格言語の共時的特徴 
 
言語は格システムの観点から類型的に 1) 能
格型、2)活格型、 3)対格型の３つの類型に分
類される。非対格型言語では他動詞の主語(A)
は能格(あるいは活格)で現れ、自動詞主語(S)
と他動詞目的語(O)は絶対格(多くは無表示)
で現れる。また多くの研究により、非対格型
言語では特有の A’-移動の制約がかかること
が指摘されている（Aldridge 2004 参照）。S/O
は疑問文や関係代名詞節で A’-移動が可能で
あるが、他動詞主語(A)は主語位置から移動し
ない。 
 活格型は自動詞分裂(split intransitivity)
をもつ点で能格言語と異なる。これまで、生
成文法理論の枠組みでは、活格型は能格型の
一形態とする見方が一般的であった(Bittner 
and Hale 1996 など)。活格言語は能格言語と
同様に格の分裂が起こり、分裂は Silverstein 
(1976)の名詞階層に対して含意的普遍性を示
す (Yanagida and Whitman 2009)。ある言
語で活格が有生名詞に現れれば、その言語で
は、それより階層の高い人間(+human)、ま
た代名詞は活格で表示される。しかし、能格
における含意的普遍性は活格言語と逆向き
である。能格の分布はある名詞に能格が現れ
るとそれより階層の低い名詞は能格で表示
される（Dixon 1994 参照）。 
   こうした点をふまえて本研究では、活格
類型は基本的に能格類型とは異なる類型で
あると提案した。また、活格は統語的に外項
  
主語位置(vP)に現れ、その位置で基底生成さ
れ移動しない。一方、能格は外項主語位置か
ら移動して表層主語位置である Spec(TP)ま
で移動する言語も存在する。さらに、能格、
活格は共に対格型の主格主語と異なり、内在
格(inherent case)である点など、理論的枠組
みを用いて、活格言語の一般化を試みた。 
   上代日本語の「ガ」は現代語と異なり、
Silverstein (1978)の名詞階層を反映し、階層
の高い名詞ほど「ガ」が義務的に現れ、階層
の低い名詞は無助詞あるいは、「ノ」で表示
される。また動作動詞(active verb)の主語は
「ガ」で表示され、非動作動詞(inactive)の主
語は無助詞かあるいは「ノ」で表示される。
こうした観点から「ガ」は活格であり、上で
示した上代日本語の語順の特異性も活格言
語の特徴と位置づけ、その実証研究を行った。 
 
(2)格システムの変化の通時的研究 
 ① 活格型から対格型への変化 
 
日本語における格システムの変化とイン
ド・イラン語派の非対格型から対格型への変
化を比較し、格システムの変化を生成文法理
論の枠組みで分析した。  (Yanagida and 
Whitman 2010)。  
 
 ② 格システムの再建 
 
類型的一般化という観点から日本語史にお
ける文法再建 (syntactic reconstruction)と
いう新たな領域の可能性について研究をす
すめた。日本語は朝鮮語、満州語、蒙古語な
ど、いわゆるアルタイ系諸語に親近な文法構
造をもっていると言われている。しかし、イ
ンド・ヨーロッパ語族のような、比較言語学
的アプローチから日本語の再建を行うこと
はむずかしく、日本語では、内部資料による
内的再建が行われてきた。しかし、内的再建
は主として音韻史の領域に限られている。一
方、海外の研究では Lightfoot (1977)以降、
類型論、生成文法理論の領域で、文法再建に
関して多くの議論が行われてきた。本研究で
は Gildea (2000)、 Kaufman (2007)、など
が 提 案 し た 「 名 詞 化 仮 説  ‘Nominalist 
Hypothesis’」の枠組みをもちいて、上代日本
語の活格システムは歴史的にコピュラを含
む名詞化に起源があると提案した(Yanagida 
2009, 2010)。 
 
(3)代名詞体系の変化に関する研究 
 
上代日本語はまた代名詞体系においても現
代語とは類型的に異なる体系をもつ。現代日
本語には文法的に名詞とはっきり区別され
る代名詞がなく、文体や社会的立場によって
様々な語が人称代名詞として使える。本研究
では、上代日本語には Cardinaletti and 
Starke (1999)がロマンス語で示した「強形代
名詞」「弱形代名詞」「接語代名詞」に対応す
る３分類の代名詞が存在することを示した 
(Whitman 柳田 2009, Yanagida 2009, 2010)。
上代から近世の資料を詳細に調査し、この３
分 類 の 代 名 詞 体 系 の 消 失 を 反 文 法 化
(Degrammaticalization)と提案し、その理論
的なメカニズムについて研究をすすめた
(Yanagida 2010)。 
   本研究では、上代日本語の共時的事実、
また日本語史における文法変化を類型論、生
成文法理論の枠組みで実証的な研究を行い、
その成果を国内外の学会、あるいは論文で発
表した。日本語の歴史変化を理論的視点、ま
た類型的視点から研究する取り組みは今ま
で国語学領域では行われていない為に、本研
究の成果の意義は大きいと考える。 
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